
【砂原地域】 

地域マリンビジョン目標の達成に向けた取り組み 

●地元小中学生への出前授業・漁業体験 

（1）水産業を核とした地域活性化の取り組み（地域の目指すべき姿）（Plan） 関連資料 

地域 MVにおける取組
の位置付け 

【地域の目指す姿】 
〇砂原産水産物のブランド化と販売力強化及び次世代への継承 
〇資源管理型漁業の推進 
〇後継者対策と高齢者対策 
【主な取り組み】 
〇地域振興専門部会による地元小中学生への出前授業や漁業体験などを行い、漁業への関心を深め、 

若年層の魚離れなどの解消を行う。 
〇新たな取り組みとして地元小中学生を対象に実施した食育授業等の様子を森町の地域おこし協力隊と
連携して動画を撮影・編集し、森町の公式 YouTube へアップロードして PR を図る。 

取組場所 【取組の様子】 

●ホタテ食育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●刺し網漁業体験 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●オンライン食育授業 

 

 

 

現状における取組実
施の背景 

砂原漁協はホタテ養殖とスケトウダラ漁を二大太宗漁業としており、漁業と水産加工業に関係する方が多く、幼少期から海との関係性は深い

地域であったが近年子供たちの魚離れも進み、地元漁業者とのふれあいや魚食文化などを普及するため毎年、砂原地区のさわら小学校、砂原中

学校に出前授業や食育、漁業体験を実施している。また、若手の漁業者なども講師として参画することで児童生徒だけでなく若い世代の漁業者

などの資源管理についての意識向上ややりがいをもたらすことができる。 

取組により期待する
効果 

・水産物や漁業体験を通じた児童生徒の漁業への関心の向上 
・後継者対策 
・若い世代の漁業者のやりがいや資源管理の意識改革 
・砂原産水産物の PR と漁業への親近感の増加 

（2）取組内容・実施体制（Do） 

取組内容、方法、手
順、実施体制 
 

・砂原漁協（地域振興専門部会・青年部）、森町役場 
・さわら小学校ホタテ耳吊り体験（3年生対象） 
・さわら小学校ホタテ食育授業（4年生対象） 
・東京都清瀬市清瀬小学校ホタテ食育授業（5 年生対象）※オンライン 
・さわら小学校ロープワーク（5 年生対象） 
・さわら小学校マツカワ放流事業（6年生対象） 
・砂原中学校刺し網漁業体験 （1年生対象） 
 

（3）効果項目に対する評価（Check） 

効果目標の達成度評
価 

・今年度はホタテ養殖漁業者による食育授業において、地元小中学生だけでなく全国の学校へホタテを無償提供した事業をきっかけに、東京
都清瀬市清瀬小学校とオンラインにて授業を行った。 

・取組みに対する対外的な PR として、地域おこし協力隊と連携して動画を撮影し森町のホームページ上で公表し、少しずつだがアクセス数を
伸ばしている。 

 

反省点 ・食育授業等で児童生徒に食材を提供する際、事前にアレルギーなど学校側と今一度、確認する必要がある。 
 
 
 
 

（4）取組の改善措置（Action） 

取組内容の改善点 ・教育機関と改めてアレルギー対策などをしっかりと協議して実施したい。 
 
 
 
 

取組の実施に必要な
もの 

・事業実施に係る資金と人手。 
 
 
 
 



 

●修学旅行生の受入と町外学生等への漁業学習 

（1）水産業を核とした地域活性化の取り組み（地域の目指すべき姿）（Plan） 関連資料 

地域MVにおける取組
の位置付け 

【地域の目指す姿】 
〇砂原産水産物のブランド化と販売力強化及び次世代への継承 
〇後継者対策と高齢者対策 
【主な取り組み】 
〇漁業の町の PR と魚食文化の向上を目指し、町外の修学旅行生の受入と大学連携で来町している学生へ
漁業についてのレクチャーを行う。 

取組場所 【取組の様子】 

●函館教育大学生への漁業学習（ほたて昆布きんちゃく作り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●武蔵野美術大学生への漁業学習（新荷捌施設でのセリ見学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●武蔵野美術大学生への漁業学習（鮮魚の刺身作り） 

 

 

 

 

現状における取組実
施の背景 

基幹産業である漁業を多方面に周知し、魚食離れの解消と砂原産水産物の販売力の強化を推進する。 

取組により期待する
効果 

・学習を通して水産物への関心の向上 
・後継者対策 
・若い世代の漁業者のやりがいや資源管理の意識改革 
・砂原産水産物の PR と漁業への親近感の増加 

（2）取組内容・実施体制（Do） 

取組内容、方法、手
順、実施体制 
 

・砂原漁協（地域振興専門部会・青年部・女性部）、森町役場 
・函館教育大学生への漁業学習（ほたて昆布きんちゃく作り） 
・武蔵野美術大学生への漁業学習（ほたて昆布きんちゃく作り・鮮魚の刺身作り） 

（3）効果項目に対する評価（Check） 

効果目標の達成度評
価 

・修学旅行の対応については、今年度は申し込みがなかった。 
・新荷捌施設にて水揚げされた魚の入札の見学後、ほたて昆布きんちゃく作り、鮮魚の刺身作りを通じて実際に味わうことにより、本来の美味
しさを体験してもらうことにより、魚食普及を図った。 

・大学生はＳＮＳなどで体験の様子を広めてくれた。 
 

反省点 ・漁業の概要などを説明する際に映像で見せることも検討していく。 
 
 
 
 
 

（4）取組の改善措置（Action） 

取組内容の改善点 ・ホームページやＳＮＳ等の利用促進。 
 
 
 
 
 

取組の実施に必要な
もの 

・事業実施に係る資金と人手。 
 
 
 
 
 



●漁協青年部によるナマコ資源の増大事業 

（1）水産業を核とした地域活性化の取り組み（地域の目指すべき姿）（Plan） 関連資料 

地域 MVにおける取組
の位置付け 

【地域の目指す姿】 
〇資源管理型漁業の推進 
〇後継者対策と高齢者対策 
【主な取り組み】 
〇漁協青年部によるナマコ資源の増大事業 

取組場所 【取組の様子】 

●砂原漁協青年部員による採苗器投入作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●採苗器からの分離及び計数作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●放流する稚ナマコ 

 

 

 

 

現状における取組実
施の背景 

砂原漁協はホタテ養殖とスケトウダラ漁を二大太宗漁業としているが、近年のホタテへい死、回遊魚の減少等により漁獲量・漁獲高ともに減少
している状況にある。そのような中、近年ナマコ価格の上昇により資源の枯渇が危惧されており、資源維持と増大を図り、漁業収入の安定を図
るために取り組みを行っている。また漁協青年部が実施することで若い世代の資源管理の意識向上ややりがいをもたらすことができる。 
 

取組により期待する
効果 

・ナマコ資源の増加 
・漁家経営の安定 
・若い世代のやりがいや資源管理の意識改革 
 
 

（2）取組内容・実施体制（Do） 

取組内容、方法、手
順、実施体制 
 

・砂原漁協青年部、砂原漁協、渡島北部地区水産技術普及指導所、森町役場 
・漁協青年部による、親ナマコの採取・育成→種苗生産→漁港内の筏での中間育成→稚ナマコ採取→放流 
・渡島北部地区水産技術普及指導所による指導・協力 
・砂原漁協、森町からの補助 

（3）効果項目に対する評価（Check） 

効果目標の達成度評
価 

・稚ナマコの放流数（R5:1,800、R4:2,000、R3:47,925、R2:7,000、R1:62,000、H30:400） 
自然産卵・浮遊幼生の付着には順調に成功したが長期間における高い気温と高水温の影響を受けた為か、稚ナマコが死滅してしまい数が減
少した。 

 
 
 
 

反省点 ・生簀の設置場所などの検討が必要。 
 
 
 
 
 

（4）取組の改善措置（Action） 

取組内容の改善点 ・以前の課題であった親ナマコの生け簀への移設時期については熟度を見ながら良いタイミングで行えるようになった。 
・例年よりも小さく放流適正サイズとなる稚ナマコが少なかった。 
・生産数量は以前より増加してきたが、まだばらつきが多いので安定生産するために種苗生産技術の向上を図りたい。 
 
 
 

取組の実施に必要な
もの 

・現状では資金面が必要。 
・生産性を今後上げることが課題となるがそのためには設備投資への資金と生産に必要とする人力の確保。 
 
 
 
 


